
書式第 12号 (法第 28条関係)

施

時

実

日

施

所

実

場

従事者

の人数

受益対彙者

の範囲及び

人   数

支出額

(千円)
事業名 内 容

① 小金井市東児童館運営受託
事業 (2022～ 2023年度)
子育て支援、子青ち支,1、 まち育

てを柱に、地域とも連携を図りな
がら市民がみんなでつくる「子ど

もが主役の児童館」を目指して事

業を進めた。

主な事業内害

018時 までの開館時間延長
○乳幼児対象事業
・常設子育てひろぱ「ぱおぱお」

を実施。在宅勤務の父親の参加

が増加した。
・父親子育て参加推進事業「おと

うさんもいっしょ」|ま毎月1回 土

曜日に実施、父親が多加しやすい

雰囲気つくりに配慮すると同時
'に 、遊びの提供などに工夫をし

|た。

・幼児対象事業として「幼児グル

ープ活動」を実施した。

・幼稚園世代対線の事業として

「おいでよ 3・ 4・ 5・ 6(サ
シゴロー)」 を実施。

平日だけでなく、季節ごとに2～ 4

日間の連続開催とした。

2022年

10月 1日

2023年

9月 30日

東京都
小金井市

東児童館

6名

市民団体など

約5,000人

周辺の市民 24,985

小金井市

東児童館

利用者

2022年 度 (第 21期 )事 業 報 告 書
2022年 10月 1日 から 2023年 9月 30日 まで

特定非営利活動法人 ひ・ろ・こらぼ

1 事業の成果

今年度は、主に受託事業に力を入れて実施した。
児童館受託事業については安定した児童館業務の運営を最優先とした。コロナ禍による社会変
化に対応 しながら、子どもたちの安心・安全なからしに寄り添い、地域の人々とともに情報の共
有と交流を図りながら、子育て支援、子育ち支援、まち育てを柱に、事業を推進した。
自主事業については、展開が限定的なものになったが、昨年に続き充実した形で『テレジン収
容所の幼い画家たち展』を開催した。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

① 受託事業

(3)
市民、

行政、

事業者、

教 育・ 研究

機 関 な どと

の連携事業

2022年度事業報告書-1



書式第 12号 (法第28条関係 )

(1)特定非営利活動に係る事業

① 受話事業

事業名 内 容 実 施
日 時

実 施
場 所

従事者

の人数

受益対象者

の範囲及び

人   数
支出額

(千円)

(3)
市民、

行政、

事業者、

教 育・ 研究

機 関 な どと

の連携事業

O小学生世代事業
日常活動や、グループ活動を実

施。子どもたちが楽しんで参加で

きるように工夫した。 3月 には野

外活動も実施した。

〇中高校生世代事業

毎週 1回の中高校生タイム「ぷれ
いすHIGAJI」 を実施。中高生の居

場所としても定着している。

・「とびだせ !中高生」を実施

中・高校生世代が自ら企画・立案

し、実施する事業。

・「とまるぜ !中高生」を実施。

とびだせを一歩進めて自分たちで

宿泊事業を企口実施。

・中高校生世代の小学生対象行事
へのポランティア多加を積極的に

促し、支援。

・地域の市民や市民団体と協力し

事業を実施、たよりの制作を行な

つた。

O地域の市民や市民団体、周辺の
大学と協力しポランティア育てに

力を入れた。

Or東児童館運営会饉」で東児童
館事業への提言やそれの推進につ

いて隔し合つた。

○専門相談事業では臨床心理士に

よる子育て、思春期の相談を行い

利用者の課題に向き合い支援し

た。

2022年

10月 1日

2023年

9月 30日

小金井市

東児童館
6名

小金井市

東児童館

利用者

周辺の市民

市民団体など

約5,000人

前更に

記載
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書式第 12号 (法第 28条関係 )

事業名 内 容 施

時

実

日

施

所

実

場

従事者

の人数

受益対象者

の範囲及び

人    数

支出額

(千円)

1)情報の収集,提供,公開事業

①東児童館ホームページの更新と
管理支援

2022年

10月 1日

2023年

9月 30日

小金井市

東児童館
2名

インターネッ

ト環境を持つ

市民活動団体

や市民など

約10,∞0人

ｎ

）

(1)

情報収集・

提供、相談

および助言

事業

②当法人関連の地域活動情報、東

児童館事業のPRな ど、地域の活

性化促進を目的にSNSに よる情

報発信。

2022年

10月 1日

2023年

9月 30日

法人事務

局
1名

インターネッ

ト環境を持つ

市民など

約10,0∞人

ｎ

ｖ

2022年

10月 8日

11月 19日
各3名

東児童館事業

に

関心のある

市民と団体

延べ20人

ｎ

ｖ

1)市民交流学習事業
① 「東児童館運営会議」のコーデ

ィネーター等の支援
ファシリテーターを担つた一全2

回。

小金井市

東児童館

(2)
講座 の 開催

等

普及啓発

事業

②平和教育事業の企画、実施
・「テレジン収容所の幼い国家た

ち展」

ホロコーストで犠牲になつた子ど

もたちが描き残した絵の晨示会
・ 講演とコンサー ト

&ビデオ上映」
・「子どもの意見交換会」

2023年

2月 16日 ～

19日

東京都
小金井市

3名

展示会等来場

者

約300人

520

2)小金井市コミュニティー・
スクール、地域学校協働活動ヘ

の協力

①放課後子ども教室、地域未来
塾、その他事業の協力・支援を
行 つた。

2022年

10月 1日

2023年

9月 30日

東京都

小金井市
1名

放課後の子ど

も参加者
17000人

ｎ

ｖ

1名

加盟団体
13団体

加盟団体
115団体

加盟団体・個

人

43

ｎ

）

(3)
市民、

行政、

事業者、

教 育・ 研究

機 関 な どと

の連携事業

3)興業種間交議事業
① 他団体と協力し、ネットワーク
の構築、連絡会、交流会を企
画・開催

② 関係団体と協力し、ネットワー
クの構築と課題の共有

・小金井NPO法人連絡会会員として

学習会、講演会専事業企画に協

力、参加を通じて情報交流

・小金井子育て・子育ち支援ネット

ワーク協議会に参加するとともに

事業に参加

・小金井子育て交流会す～ぷ参加等

を通じて情報交流

・東児童館の自主グループヘの支援

2022年

10月 1日

2023年

9月 30日

東京都
小金井市

(1)特定非営利活動に係る事業

② 自主事業
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書式第 12号 (法第 28条関係)

事業名 内 容 施

時

実

Ｂ

施

所

実

場

従事者
の人数

受益対象者

の範囲及び

人    敗

支出額

(千円)

③ 「くにたち・まちづくり自転車

倶楽都」への活動支援

・子どもの自転車利用のマナ

ー、ルールの普及活動支援

2022年

10月 1日

2023年

9月 30日

東京都
目立市

1名
参加者

(親子 )

50人

100

④若者に対する活動支援

「都立総合芸術高等学校音楽科卒薬

生有志による演奏会」の企i日・実施

2023年

2月 16日 、
東京都
小金井市

1名 演奏会,加者
約70人

(3)
市民、

行政、

事業者、

教育・ 研究

機 関 な どと

の連携事業

(4)

調査研究

および

政策提言

1)協働事業の運営、活動に関する
課■等を確認、整理し共有、発信す

る

小金井NPO法人連絡会会員として協

働推進のための施策の構築を行つ

た。

2023年

9月 30日

2022年

10月 1日

東京都

小金井市

1名

市民活動、

協働に

関心のある

市民

約100人

ｎ

ｖ

(1)特定非営利活動に係る事業

② 自主事業

(2)その他の事業

なし
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13 28

2022年 度 (第 21期 )活 動 計 算 書 (注 )
2022年 10月 01日 から 2023年 09月 30日 まで

特定非営利活動法人 ひ・ろ。こらば
_   ____ _    __              ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ス 1再7菫

~:可

可ア
~

科   目 金額

81

1 054 231

5,000
113,409

25, 58 0609

1 054 312
27 031 781

2,607,685
19,543 309

53 658
22 204 652

349 092

296 449

316 360

99 220

263 155

454, 405
31 4

13 716

74 318

0

0

183,033

159,521

399,547

2,091

35,054

2 780 562
24 985 214

1 455 000
1 455 000

8 163

8 310

133,183
1

10

800

260,456
1 715 456

26 7(】D 670

331 111

53 26 263

3 984 733

1
=
収入

2.寄付金収入
3.事業収入
市民、行政、事業者、教育・研究機関
などとの 入

4.その他収入
受取利息
雑収入
収益計

Ⅱ経常費用
1. 事業費
(1)人件費
人件費
法定福利費
厚生費
人件 計

(2)その他経費
相談員報酬
講師料
消耗品費
旅費交通費
通信費
図書研究費
会議費
手数料
水道光熱費
賃借料
保険料
広告費
会場費
寄付金

諸会費
雑費
その他経費計

事業費計

2 理

(1)人

人件費
人件 計

(2) その他経費
賃
租
料

公 課

雑 費

法人税等
その他経費計

管理費計
経常費用計

当期正味財
前期繰越正味財産額
次期藻越正栗所産額

〈注)特定非営利活動促進法第28条第1項の収支計算書を活動計算書と呼んでいます。

Ｔ
Ｉ

601



書式第 15号 (法第 28条関係 )

2022年 度 (第 21期 )貸 借 対 照 表
2023年 09月 30日 現在

特定非営利活動法人 ひ 。ろ 。こらば

(単 :円 )

科   日 金 額

7,309,922

3,383,189

58 000

ｎ

ｖ

3,653,622

331,111

3,383,189

367 922

984 733

7

3

7,367,922

I 資産の部
1流動資産

現金預金

仮払金

未収入金

流動資産合計

2固定資産

敷金

固定資産合計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1流動負債

未払金

未払消費税

預り金

借入金

仮受金

流動負債合計

2固定負債

固定負債合計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産増加額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

7,235,054

20,800

54,068

1,957,469

648,200

537,520

180,000

60,000

58 000



式 16 法 28

2022年 度 (第 21期 )財 務 諸 表 の 注 記

特定非営利活動法人 ひ・ろ 。こらぼ

1.重要な会計方針
財務諸表の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日 NPO法人会計基準協議会)に
よっています。同基準では、特定非営利活動促進法第28条第1項の収支計書を活動計算書
と呼んでいます。
(1)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税抜処理方式によっています。

2.事業別損益の状況
の の

3 の

4。 その他
当団体事業年度2012年度 (第 11期 )よ り、NPO法人会計基準に準拠して財務諸表を作成する
ことにしました。
従来公表していました収支計算書に代えて活動計算書を公表することにしましたので、ご注意
願います。

ロ
ロ 管理部門

5,_p∞

9,060
113 24Q9_

25 85

1,054,312

___20=]旦92_Qω_

1,054,312
1■0,409_

5 000

25,977,469 1,054,312 27,031,781

19,543,309
2,607,685
53.658

1,455,000 ____2Q里1_2W9
2,607 685
53,658

22,204,652 1,455,000 23,659,652

● ハ01
____________`り _V2:L

0

183,033

3

134たOQl

3

74.111

2

1L71Q

26 155
45 405

054

449

316,360

ｇ
一０
一２１
一

５

一　

一５１

一

Ｏ
υ
一

０

‘
Ｑ
υ
一

０
´
民
Ｖ
ｌ
■

18,163

800
108,310

133 183

183,033
35,054

108,310

0

0

182_10_1

3袈2■92

99,220
532 ,730

297 2_249_

26■15ユ

316LttQ

74 1_11旦

454,405
13

2,091

1",521

11,711

2,780,562 260,456 3,041,018
24_985.214 1.715.456 26.700.670

33] .111―(561,144

(1)人件費

法定福利費

旅費交通費

___二日望畳____________

I

Ⅱ経常費用

付

保 料

講師料
消耗品費

租税公課

費計その他経

■々
■F

費究図

4.その 益

厚生
ヨ■
口 l人件

その他(2)

法人

通信

人件費

広告

上ニユ_会費_

2.皇」菫立_益 _

賃借料
諸会費

■■睡鶏
lgi‐
■

■■■■■腰Й口弱

100,000 180,000ｎ
〉 280,000
ｎ
） 280.000 100.000 180.000

■■ i]雇理:置‐ ■l■E璧11■ i:覇こ‐ ■■野|:彊葛爵Jョ■■■Etta拓記■■

つ
Ｊ

4と601

_99._220



書式第 17号 (法第 28条関係)

2022年 度 (第 21期 )財 産 目 録
2023年 09月 30日 現在

特定非営利活動法人 ひ・ろ 。こらぼ

■
す
‘
４

日

】 金 額

3 383 189

733Ｑ
υ

I 資産の部
1 流

現金預金

金 手持 金

普通預金 井支店

多摩信用金庫小金井支店

井住 銀行小金 支店

当座預金 ゆうちょ銀行

定期預金 多摩信用金庫小金井支店

仮払金

未収入金

敷金 事務所 
流動資産合計

2 定資産

固定資産合計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

9月 分給料、他

り金 源泉所得税

_■曇税__
1社会保険料

1  未払消費税
「
~~~    ~~~~~~~‐ ~

1 借入金
|~~~~~~~ ~~~~~~~~

消費税確定申告納付額

2固定負債

固定負債合計

負債合計

正味財産

397,075

54,068

1,957,469

401,915

180,000

60,000

0

0

8

20 800

200

20

58 000

7,367,922

7 367 922

3 383 189

900,19 3

552,|989

81,505

600,484

0

4,372,789

210,426

54,101

648,

多摩信用金庫小金

_1⊇_,● 4_銀行_______________

1職員

職員

1流動負債

未払金

仮受金

流動負債合計



書式第 18号 (法第28条関係)

2022年 度 年間役員名簿

2022年  10月  1日 から 2023年  9月  30日 まで

特定非営利活動法人 ひ・ろ・こらぼ

役 名 氏    名 就任期間 報酬を受けた

期  間

代表
理事

ゴ トウ ヒロシ
五島 宏

2022年 10月 1日

2023年9月 30日

2022年 10月 1日

2023年 9月 30日

理事
ホリイ ヒロコ

堀井 廣子
2022年 10月 1日

2023年9月 30日

2022年 10月 1日

2023年 9月 30日

理 事
ナガフチ

永淵

シン

慎

2022年 10月 1日

2023年9月 30日

な し

理事
オオコウチ チエコ
大河内 千恵子

2022年 10月 1日

2023年9月 30日

な し

理事
ヒライ セイフウ
平井 正風

2022年 10月 1日

2023年9月 30日

な し

理事
ヤマグチ ケイコ

山口 恵子
2022年 10月 1日

2023年 9月 30日

な し

理事
サ トウ チヨコ
佐藤 千代子

2022年 10月 1日

2023年9月 30日

な し

理事
モ リタ カヨコ

森田 加代子
2022年 10月 1日

2023年9月 30日

な し

理事
コゲン ミキ
古源 美紀

2023年 5月 13日

2023年9月 30日

2023`年 5月 13日

2023年9月 30日

監事
コンドウ ナミ
近藤 波美

2022年 10月 1日

2023年9月 30日

な し



書式第4号 (法大 10条・第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
2023年  9月  30日 現在

特定非営利活動法人 ひ・ろ。こらぼ

氏    名

1 池田 祥子

2 大河内 千恵子

3 森田 加代子

4 木藤 直隆

5 熊谷 啓子

6 五島 宏

7 近藤 波美

8 佐藤 千代子

9 永淵 慎

10 平井 正風

11 堀井 廣子

12 若竹 キミイ




